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２ ７ 定 期 健 診 受 診 者 の 歯 間 消 掃 用 具 の 使 用 状 況
-定期健診は保健行動の変容に果たして有効か？-

○ 中 村 譲 治 筒 井 昭 仁 ＊ 堀 口 逸 子

ｌヽヽＪＰＯ法人ウェルビーイング＊福岡歯科大学予防歯科学講座

要約：健康日本２１の歯科部門の行動目標として定期健診受診率と歯間清掃器具の使用率を増加させ
ることが揚げられている。この目標を達成するためにはかかりつけ歯科医の機能が重要となる。そこで定
期健診受診は歯間清掃用具の使用率の増加に寄与しているかを確認するために予備的鯛査を実施した。鯛
査対象は福岡市内の１診療所に歯周病の予防とメンテナンスのために３ヶ月毎に定期的に来院している成
人９０名である。調査は定期来院時に歯間清掃用具め使用状況を聞き取り法により行った。調査の結果、
週１回以上歯間清掃用具の使用率は来院前の２８％から７２％へと増加しており、使用者の約半数が歯間清
掃用具を毎日使用していた。健康日本２１の歯周病に関する目標を達成するためには、かかりつけ歯科医
の役割が重要であることが窺えた。、（索引用語：定期健診、保険行動、歯間清掃）

目 的
健康日本２１では取り組むべき健康課題のひとつに歯科を揚げている。その中で４０、５０歳の歯周病を

現状より３割以上改善させることを目標の一つに加えている。。その具体的な対策として
１定期的に歯石除去や歯面清掃などの歯科保健サービスを受ける者の割合を３％から１５％以上に

２歯間消掃用具を使用している者の割合（４０歳１９．３％、５０歳１７．８％）を４０％以上に

３定期的に歯科健診を受けている者の割合を１６．４％から３０％以上に

増加させることを行動目標としている、。これら３つの保健行助はお互いが相互補完的に影響しあいなが

ら増加するものと考えられる。そのためには、まず定期健診の受け皿となるかかりつけ歯科医師の存在が

必要である。次にかかりつけ歯科医による適切な健康教育やブロフェッショナルケアが提供されることが

求められる。今回、健康日本２１の目標を達成させるためのかかりつけ歯科医の役割を明確にするために
予備的調査を実施した。予備的調査の目的は定期健診を受診することが歯間清掃用具の使用の向上にどの

程度寄与しているかを明らかにすることである。

対象と方法

対象は福岡市内の１診療所に歯周病の予防のために１年以上ほぼ３ヶ月間隔で定期的に来院している成

人である。この診療所では１９８９年より計画的に組み立てられた成人の歯周病予防ブログラムが実施され
ている１）。定期来院希望者には初回時にプログラム全般の内容と、歯周病とその予防法および検査結果に

ついてのオリエンテーションを実施している。定期来院時にはＣＰＩ、ＢＯＰ、ＰＩを測定しＰＭＴＣと健康教育

および必要に応じて歯石除去を行っている。歯間清掃器具の使用については歯列の状態、ＢＯＰの改善度を

参考にして状況に合わせた指導を行っている。２０００年６月現在で定期来院者は３５０名で３ヶ月毎の来

院率は８０～９０％である。今回これらの定期来院者の内、４月２２日から６月１０日までに来院した成人

を調査対象とした。鯛査項目は年齢、性別、来院期間の他に来院前に・フロス・歯間ブラシ・糸楊子の各々
の存在を知ってい゛たか？来院前に歯間清掃器具を使用していたか？使用していた場合週に何回使用してい

たか？現在使用しているか？使用していた場合週に何回使用していたか？について聞き取りで行った。

結 果

来院予定者の８５％が実際に来院し、その全員から回答を得た。回答者数は９０名（男性２１名、女性５３
名）で男女の年齢構成に有意な差はなかった。平均年齢は４３．６歳（ＳＤ＝１２．７、最大値７７、最小値２２）

であった。定期健診の来院期間は平均５．９年（ＳＤ＝３．１、最大値１６、最小値１）であった。
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